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A．研究目的
東京都新宿東口検査・相談室（以下、新宿東口）
における受検者層の実態把握を目的に、QRコード
を経由したMicrosoft Forms によるアンケート調査
を試みる。また、都内無料匿名検査所の潜在的な検
査能力（キャパシティ）の向上を目的に、都内保健
所等の検査担当者の意識アンケート調査を実施する
ことを目的とした。

B．研究方法
1. 新宿東口における受検者層の把握
相談室内にA3版ポスターを掲示し（図１）、そこ
から QRコードを利用してMicrosoft Form でのア
ンケート調査を行った。A3 版ポスターには、日本
語以外に、英語、中国語でのMicrosoft Form に繋
がるQRコード載せた。なお、アンケート内容（日
本語版のみ）については、別紙１の通りである。

（倫理面への配慮）
新宿東口検査・相談室でのアンケート調査につい
ては、東京医科大学医学倫理審査委員会で承認さ
れ（T2024-008）、東京都健康安全研究センター倫理
審査委員会においても承認されている（６健研健第
906 号）。

2. 都内保健所等の検査担当者への意識アンケート調
査
東京都の感染症担当者会議で事前にアンケートに

研究要旨
【目的】Microsoft Forms によるアンケート調査で、東京都新宿東口検査・相談室（新宿東口）
における受検者層の実態把握を試みる。また、都内無料匿名検査所の潜在的な検査能力（キャ
パシティ）の向上を目的に、都内保健所等の検査担当者の意識アンケート調査を実施する。
【方法】新宿東口における受検者層の把握のために、新宿東口内にA3 大のポスターを掲示
し、そこからQRコードを利用したMicrosoft Form でのアンケート調査を試みた。A3ポス
ター上には、日本語以外に、英語、中国語でのMicrosoft Form に繋がるQRコードを載せ
た。また、 都内保健所等の検査担当者への意識アンケート調査では、メーリングリストを用い、
Microsoft Formにてアンケート調査を実施した。
【結果】2025 年 1 月 6 日より、新宿東口の壁にA3 版ポスターを設置した。しかしながら、
2025 年 2 月 9 日現在、日本語での回答は 8件、英語での回答は 4件、中国語での回答は１件
に過ぎず、回答方式を改良する必要性が示唆された。また、保健所等担当者へのアンケート
では、44 件の回答を得た。回答保健所の多くは来年度もHIV 検査を計画する施設が多くを
占めていた。
【考察・結論】
新宿東口のアンケート調査では、回答数を向上させるための働きかけが必要であるが、英語
ならびに中国語での回答例もあり、改めて検査受検者の多国籍化が示唆された。保健所等担
当者へのアンケート調査では、今後さらなる解析が必要ではあるが、改めて保健所間、担当
者間での意見の違いがあり、施策の実現に向けても、様々な検討の必要性が示唆された。
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対する説明を行った後、メーリングリストを用いて、
Microsoft Formにてアンケート調査を依頼した。ア
ンケート内容については、別紙２に示す通りであり、
以下の 4段階の回答を選択肢とした。
4. 優先事項であり、早急に実行する必要がある（優
先的に取り組むべき）。3. 重要であり、できるだけ
早く対応するべき（重要だが、やや優先順位が低い）。
2. 必要性は感じるが、現時点では優先順位は高くな
い（必要だが、優先順位はかなり低い）。1. この取り
組みは不要であり、対応する必要はない（必要ない）。

C．研究結果
1. 新宿東口における受検者層の把握
2024 年 12 月に倫理審査委員会の承認が得られた
ので、2025年1月6日より、新宿東口にA3版ポスター
の設置をお願いした。2025 年 2 月 9 日現在、日本語
での回答は 8件、英語での回答は 4件、中国語での
回答は１件に過ぎず、A3 版ポスターを掲示のみで

はアンケート回収率が著しく低いので、回答方式を
検討する必要性が示唆された。

２．都内保健所等の検査担当者への意識アンケート
調査
1月 27日～2月7日までのアンケート調査の結果、
保健所等担当者から 44 件の回答を得た。回答した
保健所は来年度にHIV検査を計画する施設が多くを
占めた。
まず、広報・情報提供の強化・増進に関する問い
では、「SNS（インスタグラムや X）による広報の
充実・強化」、「個別施策層（MSM、若年者、外国
人、性産業従事者等）に特化した広報の充実・強化」、
「YouTube などの動画プラットフォームを活用した
広報の充実・強化」、「多言語対応（外国人住民向け
の情報発信）よる広報の充実・強化」等の施策の評
価が高かった（図２）。

図１　アンケート調査のお願い（A3 版ポスター）
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検査アクセスの改善に関する問いでは、「休日検
査の導入」、「検査予約システムの簡素化（オンライ
ンでの即時予約対応など）」の評価が高い一方で、「検
査イベント等の実施回数の増加」については評価が
低く、「女性専用検査日等の専用日の導入」につい
ては、意見が割れていた（図３）。
検査の利便性向上に関する問いでは、「検査結果
受け取りの簡便化（例えば、メール等での結果の受

け取り）」や「郵送検査（自己検査を含む）等の新
たな手法の導入（活用）」についての評価もある一
方で、必要ないという意見も多かった（図４）。
検査と人員体制の強化に関する問いでは、予算や
人員増の評価はあまり重要視されていなかった。
検査の多機能化と他機関連携に関する問いでは、

「他の性感染症検査との抱き合わせ策」、「地域や学
校保健との連携強化」の評価が高い一方で、「厚労

図２　アンケート調査結果①（広報・情報提供の強化・増進）

図３　アンケート調査結果②（検査アクセスの改善）
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省等のHIV研究班との連携強化」や「新型コロナウ
イルス検査薬のような自己検査試薬（個人レベル）
の導入（販売化）」については、優先順位はかなり
低いとする意見が多かった（図５）。

D．考 察
今回、新宿東口ならびに保健所等担当者を対象と
したアンケート調査を実施した。新宿東口のアン
ケート調査は、回答数が著しく少なく、今後回答数
を向上するための働きかけが必要であるが、英語な
らびに中国語での回答例もあることから、改めて検
査の多国籍化が示唆された。
また、保健所等担当者へのアンケート調査では、

今後さらなる解析が必要ではあるが、保健所間での
意見の相違もあり、施策の実現に向けても、様々な
検討の必要性が示唆された。

E．結 論
新宿東口ならびに保健所等担当者へのアンケート
調査を実施した。新宿東口については、データの収
集が十分ではなく、実態把握を行うためには、さら
なるデータの蓄積の必要がある。また、保健所等担
当者のアンケート調査結果では、保健所間での意見
の相違があり、施策の実現に向けては、様々な検討
の必要性が示唆された。

図５　アンケート調査結果⑤（検査の多機能化と他機関連携）

図４　アンケート調査結果④（検査の利便性向上）
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別紙１

HIV・性感染症 アンケート調査（厚生労働省研究班） 

このアンケートは HIVおよび性感染症の検査・相 
談の充実のために、厚生労働省の「エイズ予防指針に基づく対策の評価と推進のための研究班」

が作成して実施しております。個人情報は収集しておりませんので、個人が特定されることはあり

ません。回答いただいた内容は統計的なデータとして活用させて頂きます。 
ご理解の上、回答にご協力をお願いいたします。なお、本アンケート調査への回答は任意です。 
（アンケート実施期間:2025年 1月〜2026年 3月） 
（日本語バージョン） 
 
1.性別を教えてください。 
・男性 
・女性 
・ノンバイナリー 
・答えたくない 
 
2.あなたに当てはまる項目がありますか？ 
・ヘテロセクシュアル（異性愛者） 
・ゲイ（同性愛者） 
・レズビアン（同性愛者） 
・バイセクシュアル（両性愛者） 
・答えたくない 
 
3.年齢を教えてください。 
・10代 
・20代 
・30代 
・40代 
・50代 
・60代 
・70代以上 
・答えたくない 
 
4.居住地はどちらですか？ 
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・東京 23区内 
・東京 23区外（市） 
・埼玉県 
・千葉県 
・神奈川県 
・他県 
 
5.今日の検査の主目的は何ですか？ 
・HIV 感染が心配 
・梅毒感染が心配 
・HIV 感染も梅毒感染も心配 
 
6.HIV検査は何回目ですか？ 
・初めて 
・2回目 
・3回目 
・4回目以上 
・わからない 
 
7.HIV検査を定期的に受けていますか？ 
・おおよそ 1年に 1回は受ける。 
・6 ヶ月またはそれより短いペースで受ける。 
・特にペースは決めていない。 
・定期的には受けない。 
 
8.これまでに受けたことがある他の HIV 検査機会はありますか？(手術前検査は除く) 
・保健所での検査 
・病院,診療所,クリニックでの検査 
・郵送検査 
・イベント等での検査 
・これまでに受けたことはない 
 
9.これまでに次の性感染症にかかったご経験はありますか？（複数選択可） 
・梅毒 
・クラミジア感染症 
・淋菌感染症 
・罹ったことはない 
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10.金銭をもらうまたは払って性交渉をしたことがありますか？ 
・ない 
・ある 
・答えたくない 
11.あなたは性交渉の際、どれくらいコンドームを使いますか？ 
・必ず使う 
・使うことが多い 
・半々程度で使用する 
・使わない方が多い 
・全く使わない 
 
12.抗 HIV 薬を服用して HIV 感染のリスクを減らす PrEP（プレップ）という方法を使ったことがあり
ますか？ 
・PrEPを知らない。 
・知っているが使ったことはない。

・最近 ヶ月以内程度使った。

・最近は使っていないが以前使っていた。

治療すれば はうつらない（治療によりウイルス量を一定基準以下に抑え続けている 陽

性者は性行為で他者に を感染させない、 ）ことを知っていますか？

・はい

・いいえ

ＨＩＶ・梅毒郵送検査（自宅で採血。検体を郵送し、 週間程度でウェブ上にて検査結果）があれ

ば活用しますか？なお、郵送検査は「プレ検査」の位置づけであり、「確定検査」まで行う保健所

等の検査とは異なる位置付けです。

・有料でも活用してみたい

・有料なら活用しない

次のものを知っていますか？（複数回答可）

・東京都 等検査予約サイト

・ 検査相談マップ

・東京都 検査情報

・東京都性感染症ナビ

・ マップ

・コミュニティセンター

その他、お気づきのことや思うことなどありましたらお願いします（自由記載）
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別紙２

公的検査機関（保健所、特設検査会場）での効果的な 検査を実施す

る観点からのアンケート調査

エイズ予防指針に基づく対策の評価と推進のための研究（分担研究者：貞升健志、東京都健康安全研究センター）

（本アンケートは東京都内のすべての保健所等に送付させて頂いています）。

検査関連をご担当されている方にご回答をお願い致します。誠に恐れ入りますが、アンケート調査の〆切日

は 年 月 日〉とさせて頂きます

（集計結果につきましては、コメンテーター会議等で共有させて頂きます）。

公的検査機関（保健所、特設検査会場）での効果的な 検査を実施する観点でのアイデア収集

の観点から、アンケート調査を計画しましたので、下記のご質問にお答えください。。各設問に対

する答えのポイント（ ～ ）の意味は以下の通りとします。なお、個々の重要度は貴施設における

予算や人員等の制約を考慮に入れずにお答えください。

④ 優先事項であり、早急に実行する必要がある（優先的に取り組むべき）。

② 重要であり、できるだけ早く対応するべき（重要だが、やや優先順位が低い）。

② 必要性は感じるが、現時点では優先順位は高くない（必要だが、優先順位はかなり低い）。

① この取り組みは不要であり、対応する必要はない（必要ない）。

【質問事項 ～ 】

1． SNS（インスタグラムや X）による広報の充実・強化 

2． 個別施策層（MSM、若年者、外国人、性産業従事者等）に特化した広報の充実強化

3． YouTube などの動画プラットフォーを活用した広報の充実・強化

4． 多言語対応（外国人住民向けの情報発信）

5． 検査アクセスの改善

6． 夜間帯での検査の実施

7． 休日検査の導入

8． 保健所以外の場所における出張検査の実施

9． 検査予約システムの簡素化（オンラインでの即時予約対応など）

10． 受検日の増加

11． 検査イベント等の実施回数の増加

12． 女性専用検査日等の専用日の導入
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13． 受検者が検査結果を得るまでの期間（時間）の短縮化

14． 検査結果受け取りの簡便化（例えば、メール等での結果の受け取り）

15． .郵送検査等（自己検査を含む）の新たな手法の導入（活用）

16． 検査と人員体制の強化

17． 検査（検査費、人件費、広報等を含む）に関連する予算の増額

18． 医師（雇い上げ医を含む）・検査技師・保健師等の増員

19． 採血やカウンセリング等に係る従事職員の増員

20． カウンセリングの充実

21． セクシュアリティの理解と健康支援のトレーニングを受けたスタッフの育成

22． カウンセリングのオンライン提供

23． 他の性感染症検査との抱き合わせ策

24． 民間や NPOへの委託化の促進

25． 衛生研究所（東京都健康安全研究センター）の検査等への効果的な活用

26． 厚労省等の HIV 研究班との連携強化

27． 診療所との連携・活用

28． 新型コロナウイルス検査薬のような自己検査試薬（個人レベル）の導入（販売化）

29． 民間や NPO との情報交換の機会など連携の強化

30． 地域や学校保健との連携強化

31． U=U を周知・啓発するキャンペーンの実施

32． スティグマを低減するキャンペーンの実施

33． PrEP など多様な予防方法を周知・啓発するキャンペーンの実施

34． 貴施設では、令和 7年度（来年度）に HIV 検査等を計画していますか？

35． 自由意見（自由記載）

 




